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１ 地区の所在
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２ 地区の基礎データ 

●人口・世帯数推移

参考）住⺠基本台帳 3⽉末現在

●世代人口割合（令和3年3月末現在）

行政区名 区分 H13.3.31 H18.3.31 H23.3.31 H28.3.31 R3.3.31

行政区名 区分
若年人口 生産人口 高齢人口

計
（0-14歳） （15-64歳） （65歳以上）

37

奈井江町
人口 7,490 6,926
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人口
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割合(%)
厳島連合区
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奈井江町
人口

世帯数

人口
世帯数
人口

13

437
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41

37.5 60.7
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30 30

6,274 5,698 5,191
世帯数 3,134 3,056 3,003 2,894 2,746

2,570 2,184 5,191
割合(%) 8.4 49.5 42.1 -
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厳島連合区 人口関連グラフ 厳島１区 人口関連グラフ

厳島２区 人口関連グラフ

H13.3.31 H18.3.31 H23.3.31 H28.3.31 R3.3.31

人口 89 69 62 57 56

世帯数 28 27 26 24 26
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厳島連合区 世代人口割合（令和3年3月末現在）

若年人口
生産人口
高齢人口

H13.3.31 H18.3.31 H23.3.31 H28.3.31 R3.3.31

人口 41 32 30 27 26

世帯数 15 14 13 12 12
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厳島２区 世代人口割合（令和3年3月末現在）

若年人口
生産人口
高齢人口

H13.3.31 H18.3.31 H23.3.31 H28.3.31 R3.3.31

人口 48 37 32 30 30

世帯数 13 13 13 12 14
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３ 地域の活動情報

地域活動（一覧表）

・厳島連合区

・厳島1区 ・厳島2区
■老人クラブ ■子ども会
・厳島⻑寿会  ※休会中
■女性部 ■
・一区女性部、さくら会（2区）

福祉
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2
区
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連
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健康づくり

親睦・交流

防災

公共施設・地区会館等

⻘少年育成

地域の主な活動団体
■連合区

地区会議

環境美化
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会
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■町内会

交通安全
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●
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●
●
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【福祉】（独居老人への声掛け、訪問、敬老事業等）

【健康づくり】（スポーツ大会、運動教室等）

【防災】（自主防災組織の設置、防災訓練等）

【防犯】（子どもの見守り、地域パトロール等）

【⻘少年育成】（子ども会活動、あいさつ運動等）

厳島⻑寿会新年会

10月

事業名・活動内容等

連合区新年会

しめ縄用スゲ採草

厳島神社祭典 

奈井江神社神輿巡回

6月

7月

9月

1月

1月

【親睦・交流】

厳島地区健康づくり運動教室 

事業名・活動内容等時期 活動団体

時期 活動団体

厳島⻑寿会

厳島連合区

（厳島）１区女性部親睦会3月

厳島⻑寿会

厳島１区

時期 事業名・活動内容等

活動団体

活動団体

活動団体時期

時期

事業名・活動内容等

時期 事業名・活動内容等

活動団体事業名・活動内容等
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【交通安全】（街頭啓発等）

【除排雪】（ボランティア活動等）

【環境美化】（草刈、清掃、花壇整備等）

街頭啓発指導

事業名・活動内容等 活動団体時期

時期 事業名・活動内容等

【地区会議】

5月〜10月 厳島⻑寿会
厳島連合区会館 環境整備
（花植え、草取り、冬囲い等）

7月 厳島２区

活動団体事業名・活動内容等

１区役員会、総会12月 厳島1区

時期

3月 厳島⻑寿会⻑寿会総会

3月 厳島連合区 定期総会

厳島連合区 役員会4〜3月
厳島連合区

時期 事業名・活動内容等

9月 街頭啓発指導

4月 春の交通安全町⺠退会

4月 厳島⻑寿会

厳島連合区会館掃除
厳島2区さくら会

活動団体

活動団体
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４ 地域の状況・課題

地域の状況 
（連合区⻑・⾏政区⻑への聞き取り結果の多数意⾒）

・交通の便が悪く、買い物や通院が不便。
 住⺠の⽅々は、既に交通⼿段確保の⾯での負担を強いられ、交通環境に課題が⽣
じている。
 地域の人口の⾯から⾒ると、この地域を商圏とした小売業が成立するとは考えづ
らい上、１日数本しか無く、しかも宮村１区はフォローされていない町営バスしか
気軽に使える公共交通機関が無いことから、自家用車を所有していない世帯は、い
わゆる「買い物難⺠」になってしまう状況にある。

 平成13年度から令和２年度までの20年で人口が37%減少し、世帯数は7%の減少
となっている。町全体では人口31％減、世帯数12％減となっており、世帯人員の減
少率が高いものの、世帯数の減少率は町全体より低くなっている。同居世帯が多い
ことを踏まえると高齢者や単独世帯が増加してきているといえる。
 子ども達が、⽣産人口の年代に入ると共に地域を離れ、残された親（高齢者）世
代だけで地域活動を担わざるを得なくなり、役員のなり⼿不足という課題がでてき
ている。

・環境がよく住みやすく、気軽に集まることのできる場所がある。
・共助の意識があり、地域のつながりが強いためまとまりがある。
・高齢者の社会参加が活発である。地域行事等の参加者も多い。

 奈井江を⾒渡せる山側に位置しており、環境や景観の良い、農畜産業を基盤とす
る地域である。
 移住の歴史背景から伝統⾏事もあり、地域の繋がりが強く住⺠同⼠のまとまりも
強い。

・高齢化が進み、独居世帯が増え、子どもが少ない。（子ども会休会中）
・役員が固定化し、なり手がいない。
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地域の課題

課題を解決するために必要なこと

 地域コミュニティの場所となる集会所（集落センター）も建設から相当の年月を
経過して⽼朽化が進みつつあり、地域住⺠の数が減少する中では、その維持が喫急
な課題になっている。
 「奈井江を⾒渡せる山側で、景観が良い」という反⾯、野⽣の鳥獣による農作物
への被害を受けやすい地域でもある。このことは、この地区のみならず隣接する白
山地区や宮村地区、さらには茶志内地区でも同様と考えられるため、全町的な課題
として捉えなければならない。

・「地域」の再編に向けた検討と条件整理

（連合区⻑・⾏政区⻑への聞き取り結果の多数意⾒）
・町や団体から依頼される委員等の選出が困難。
・地域活動に参加する人が限られてきて、だんだん少なくなってきた。
・新型コロナウイルスの影響で行事の中止や交流が減り不安。

 地域の高齢化の進⾏や人口減少が地域活動の停滞に結びつき、役員のなり⼿不足
や、町から依頼される委員等の選出も困難な状態になっている。
 また、コロナ禍による住⺠同⼠の交流の減少から、不安を抱える⽅も増えている
と捉えられる。

・集会場の老朽化
・不法投棄、農作物への鳥獣被害が多い。

 町全体で人口減少が進んでいる中、農畜産業主体のこの地域においては、大幅な
人口増は難しい。現在は、共助によってこの地域を維持しているものの、高齢化に
伴う課題の増加は、他の地区でも同様である。
 町内の各⾏政区が現在の形になってから、既にかなりの年月が経過し、「地域・
町内会」の構成要素である人口が大きく減少していることから、⾏政との連携の在
り⽅や関係性の⾒直しや、地理的・歴史的な背景は踏まえつつ、現在の⾏政区の枠
組みにこだわらない地域の再編に向けた検討も排除しないで考え、再編に必要な条
件の整理も進めることが必要である。

・日頃の付き合いへの意識啓発（地域に関心を持って活動を役員任せにしない）
・地域の高齢者宅の見守りと、支え合いによる地域づくり

 地域に住む⽅々は、「他人まかせ・役員まかせ」にするのではなく、日々の近所
付き合いから発展した形で地域に一員として自らが住む地域に関心を持ってもらう
ことが必要である。このことにより住⺠相互に「お互いへの関心」が醸成され、こ
れが自然に「支え合い」に繋がっていくのではないかと考えられる。

・地区の環境美化（里山の管理）
 野⽣鳥獣による農作物への被害対策としても、鳥獣の棲むエリアと人が⽣活を営
むエリアの間にあって「クッション」となる里山の管理の充実が必要である。
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 前述のとおり、鳥獣被害への対策は、町内の東寄りの地区全ての共通する問題で
あると考えられることから、⾏政（町）が中心的役割を担って進める必要がある。
このことによって、地域の人口が減っても「人の目」が⾏き届くことになり、副次
的に「不法投棄」などの抑制や良好な環境の保全につながると考えられる。

10


